
平成 26年 10月 6日 

メディアスエフエム番組審議会事務局 

 

メディアスエフエム第 43回番組審議会 議事録 

 

１．開催日時 

平成 26年 9月 24日（水）16時 00分から 17時 30分 

 

２．開催場所 

知多メディアスネットワーク㈱ 2階 21会議室 

 

３．出席者 ※敬称略、五十音順 

委員）角田由紀子、加藤龍子、関雅夫、寺島賀子、林繁八、森岡厚 

以上６名 

事務局）加藤誠（代表取締役社長） 

田中成郎（代表取締役常務） 

大島隆司（メディア事業部 部長） 

山川剣（メディア事業部副部長） 

和田真由子、鈴木隆仁（メディア事業部） 

 

４．議事内容 

（１）挨拶・・・事務局、委員 

  ・代表取締役社長 加藤誠 

（２）報告事項・・・事務局 

・実施報告：のど自慢大会公開収録、災害放送 

  ・活動予定：防災標語コンクール 

  ・ＩＰサイマル放送 現状報告 

  ・メディアスエフエム ＰＲ活動について報告  

（４）番組について審議・・・委員 

  ・BeatAround834 9月 1日放送 （防災デー） 

    ・その他の番組や取組みについて 

  （５）審議会のお礼とまとめ・・・事務局 

    ・代表取締役常務 田中成郎 

 

 



５．審議内容 

○番組審議 「Beat Around 834 9月 1日放送 防災デー」について 

 加藤委員／吉田さんの言葉を聞き、より一層防災に関する番組が充実してきたと感じた。 

      今回は特に聴きやすく理解しやすい内容だったので今後も毎年やって欲しい 

      災害時の伝言ダイヤルの使い方など、いざと言う時に必要な情報は、 

定期的にＦＭの中で流しても良いのでは？  

 寺島委員／他の曜日のパーソナリティで声が好きな人がおり良く聴いている。 

  林委員／以前審議会で話題になった夕方のニュースコーナーが番組に取入れられ、 

実際に聴くと”やはり良い”と感じた。 

釜石のＦＭ局とのコラボはとても意義がある。 

この日の放送のパーソナリティ以外の人もとても話しが上手く関心した。 

また番組内に交通事故防止のインタビューがあったが、話の主語を付けて 

もらえると聞いていて理解しやすい。 

交通安全のコメントには、学校名や氏名を入れた方がよかったのでは？ 

事務局／子どもという事もありプライバシーの問題に配慮してこの形になっています。 

森岡委員／防災に関する情報で”数字で表せる部分”はとても大切だが細かすぎる。 

情報だと聞きのがしてしまう可能性もある。内容が良いのでラジオの 

放送だけでなく、その内容を紙面にも掲載して利用できるようにするなど 

活用できる方法を考えてもよいのでは？ 

  事務局／テレビ・ラジオ・ＦＰの３媒体があるので、他の媒体も利用しつつ 

新しいやり方を考えます。 

 角田委員／番組内で常に防災情報を流しているので、聞き流していても耳に残る 

      防災デーの様な取り組みは定期的に続行けて欲しい。 

  関委員／メッセージテーマが防災に関するもので難しいため、リスナーからの反応が

少なかったので聞いていて寂しく感じた。 

      防災宣言以外にも事前にインタビューをとって、多くの人の意見を伝える仕

組みを考えてもよかったのでは？ 

      また防災宣言については、インタビューを答える人の背景がわかるとより伝

わりやすいと感じた。 

  

 

○その他取組に関するご意見 

  林委員／東海市の公用車にステッカーを貼付した PR方法は、市民から見ても安心感が

あり、認知度向上にとしては良い取り組みと感じる 

      また市の防災危機管理課の名刺にメディアスエフエムについて掲載してもら

い認知度向上に繋げたらよいのでは？ 



  事務局／庁用車へのステッカー貼付は（防災ラジオ PRを目的に）、 

東海市と交渉して実現。市民にもわかりやすいＰＲ方法になっている。 

 

 

次回開催は平成 26年 11月 26日(水)を予定 

以上 

文責：メディア事業部 鈴木 隆仁 


